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編集/大阪市政策企画室　 ０６-６２０８-７２５１　 ０６-６２２７-９０９０　 〒５３０‐８２０１ 大阪市北区中之島１-３-２０

大阪城公園事務所
6941-1144　 6943-6877

③ 中之島公園バラ園：5/16(火)、
17(水)、10:30、14:00～（1日2回）
扇町公園事務所
6312-8121　 6312-3403

　江戸系・伊勢系・肥後系の三系統の
「花菖蒲」、約250種約1万3000株を栽
培している城北菖蒲園を今年も開園。見
ごろは6月初旬ごろ。費用大人200円。
5/19（金）～6/14（水）9:30～17:00

（6/3（土）・4（日）・10（土）・11（日）は
8:00～18:00）※入園は閉園30分前まで
城北公園内
鶴見緑地公園事務所
6912-0650　 6913-6804

　下水道クイズラリーや水の科学実験
など、下水道を楽しく学べるイベント。
6/3（土）・4（日）9:30～16:30
下水道科学館

6466-3170　 6466-3165

下水道科学館フェスタ

城北菖蒲園

音訳・点訳ボランティア養成講習会

第57回 弘済院附属病院
市民公開講座

第213回市民医学講座
「ストレスへの気づきとセルフケア」

　録音・点字資料の製作にご協力いただ
ける方を対象に、①音訳②点訳ボランティ
アを養成するための講習会。定員各20人。
〈午前の部〉毎週①木曜②水曜、10：00～
12：00〈夜の部〉毎週①水曜②金曜、18：
30～20：30。 ①は全26回②は全19回。
早川福祉会館　 5/31
5/24（水）10:00～11:00、18:30

～19:30、5/25（木）10:00～11:00、
5/26（金）18:30～19:30の事前説明
会で配布する応募資料に必要事項を書
いて、早川福祉会館点字図書室へ。
 6622-0123　 6622-0020

　「高齢者と認知症と自動車の運転」をテー
マに講演会を開催。定員90人（先着順）。
5/31（水）14:00～15:00
弘済院寿楽館　 5/26
電話またはハガキ・ファックス・ ・

持参で、「公開講座参加希望」と明記し、
参加人数・代表者の住所・氏名・電話番
号を書いて、〒565-0874 吹田市古江
台6-2-1、弘済院附属病院へ。
6871-8013　 4863-5351

　人は、あらゆるストレスにさらされていま
す。そのストレスについて、精神科医の視
点からお話しします。定員150人(先着順)。
6/22(木)18：10～19:30
あべのメディックス　 5/29

または往復ハガキで、「第213
回」と明記し、住所・氏名・年齢・電話番
号を書いて、〒545-0051 阿倍野区旭
町1-2-7あべのメディックス6階、市民医
学講座お問い合わせ窓口へ。
6645-3405　 6645-2765

児童虐待の通告·相談は、24時間
365日対応の「児童虐待ホットライ
ン 0120‐01‐7285（まずは一報 
なにわっ子）」にお電話ください。

　複雑化・多様化・深刻化する福祉課題等の解
決に向けて、相談支援機関・地域・行政が一体と

課な的合複「、りな 題を抱えた方」を支援するし
「、てしとみく 総合的な相談支援体制の充実」事

業を今年度からモデル３区（福島区・東淀川
区・平野区）において実施します。今後、効果や
手法の検証を行い、取り組みを展開します。

　高齢者は「地域包括支援センター」、障がい者は「障がい者相談支
援センター」など、置かれている状況で支援機関が異なるため、複合
的な課題を抱えた方や世帯への支援が困難です。
例：認知症の親と障がいのある子どもの世帯など

　支援が複数の分野にまたがる場合、世帯全体を支援で
きるよう、身近な相談支援機関が状況等を正確に把握
し、他の機関と連携して支援します。

複合的な福祉課題等を
抱える方を支援します
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他の相談支援機関との連携が困難な場合
　区保健福祉センターが中心となって、関係機関と支援
方針を話し合い、世帯全体の課題の解決を図ります。

民生委員 要支援者
・世帯

区社会福祉
協議会

地域包括
支援センター

相談・支援医療機関

障がい者相談
支援センター

民生委員
区社会福祉
協議会

地域包括
支援センター

医療機関

障がい者相談
支援センター

区保健福祉センター

民生委員 区社会福祉
協議会

地域包括
支援センター

医療機関

障がい者相談
支援センター

相談・支援
情報共有・連携

要支援者
・世帯

福祉局地域福祉課
6208-7970　 6202-0990
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